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05　  DUCTILE IRON PIPE DUCTILE IRON PIPE　  06

モルタルライニングとエポキシ樹脂粉体塗装の比較

下図のような、最大1000ppm以上の硫化水素が発生する圧送管路の末端マンホール内で暴露試験を行い、

エポキシ樹脂粉体塗装の耐食性を確認しています。

＜暴露試験概要図＞

＜調査結果（供試管）＞

ポルトランドセメント エポキシ樹脂粉体塗装

28ヶ月後 28ヶ月後

下水処理施設の広域化・共同化に関するご提案 1

硫酸腐食に強いダクタイル鉄管

DUCTILE IRON PIPE

供試管

圧送管路
   800×管路長 820m

自然流下
　1200

流れ方向 末端マンホール
（高濃度の硫化水素発生）
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参 考

処理場A 処理場 B

処理場C

それぞれの処理区毎に下水処理を実施

処理場A
（ポンプ場として使用）

処理場 B
（ポンプ場として使用）

【第4章 管路施設 参考６（７）ダクタイル鋳鉄管】

「硫酸腐食環境下では、エポキシ樹脂粉体塗装の使用が推奨される」と記載。

現状

処理場の統合ご提案

ダクタイル鉄管が下水処理の効率化に貢献できます!! 

下水処理場の再構築

下水道施設計画・設計指針と解説－２０１９年版－
2019年9月 日本下水道協会発行

2022年度までに全ての都道府県において「広域化・共同化計画」を策定するよう要請。

汚水処理の事業運営に係る「広域化・共同化計画」の策定について
(2018年1月17日 総務省、農林省、水産庁、国交省、環境省連名通知)

処理場C
（処理能力の拡張）






